5.9. 部分加水分解

アントシアニン（配糖体）を緩和な条件下で酸加水分解すると結合している糖が部分的に少しずつはずれることから、糖の結合数や結合部位がわかるというものである。

5.9.1結合糖数と部位―部分加水分解
試料（脱アシル化アントシアニン溶液）
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2N塩酸

90℃で継時的に処理（0,5,10,15,20,～120min）


薄層にスポット（標品も同時にスポットする）


展開（BAW(4:1:5)、AHW(15:3:82)などで展開）


乾燥


測定


図25 アントシアニンの部分加水分解の例
5.9.2.過酸化水素による3位結合糖の決定―部分加水分解
色素液　2ml　


30％　H2O2　2ml

酸化分解

　
室温　2hr　放置

　
*淡黄色になる

MnO2少量

未反応H2O2を分解

　
一晩放置

上清に2倍量のEtOHを加える


加水分解

アンモニアガス中　2hr　放置

EtOHを


乾固


褐色残さ


TLC

標品；Glucose、Glucosyl-p-Comaric-Acid、p-Coumaroylglucoside、p-CoumaricAcid

展開；BAW(4:1:5)、ETN、BBPW、BPW

検出；アニリン試薬（Aniline 0.93g　PhthalicAcid 1.66g　n-BuOH 100ml）　105℃×5min
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